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文 獻

第1章　 緒 論

1901 Loewノ 記 載 ニ カ カ ル 過 酸 化 水 素 分 解 酵 素Katalaseハ 爾 來 閲 ス ル30年 生 理,生 化 學,病

理,細 菌,臨 牀 等 各 方 面 ヨ リ ノ研 究 業 績 ハ汗 牛 充 棟 モ 啻 ナ ラ ズ.而 シテ 之 ガ力 學 的(Kinetisch),

生 化 學 的(biochemisch)特 性 ニ 關 ス ル 研 究 ハ 詳 細 テ極 メ間 然 ス ル 所 ナ キ ニ 近 キ モ 本 酵 素 ノ 生 理

的 意 義 ニ 關 シ テ ハ 未 ダ 定 説 ナ ク,假 説 ハ 假 説 ヲ生 ジ甲 論 乙 駁 其 ノ歸 ス ル處 ヲ 知 ラ ズ,唯 何 等 カ

ノ形 ニ於 テ 生 活 機 轉 コ トニ 酸 化 機 能 ト關 係 ア ラ ン トハ 諸 家 ノ齊 シ ク 懐 キ シ 見 解 ナ リ.

Jolles (1904)次 デLesser (1906)ハKntalaseガ 新 陳 代 謝 機 能 ニ重 大 ナ ル意 義 ア ル ヲ唱 へ,次 デBurge (1916)

ハ 酸 化(Oxydation)ト 自家 融 解(Autolyse)ノ 拮 抗 作用 ヨ リAutolyseハKatalaseノ 減 少 ニ ヨル トノ見解 ヲ

立 テ 種 々 ノ寄 生 蟲 及 ビ各 種 臟 器 細 胞 ハ 其 ノ有 ス ルKatalaseニ ヨ リ破 壊 酵 素 ヨ リ免 ルナ リ ト説 明 シ,而 シテ

Katalaseハ 酸 化 機 能 ニ預 ル 酵 素 ニ シテ,シ カ モKatalase量 ハ新 陳 代謝 ノ速 度 ヲ變 更 ス トナ セ リ.尚 ホ血液

Batalaseノ 急 激 ナル 變 化 ヲ説 明 セ ン ト シテKatalaseノMobilisationナ ル假 説 ヲ立 テ 肝 臟 ヲ以 テHatalaseノ

發 生 場 所 トセ リ.以 上BurgeノHppotheseニ 基 キ1916-1925ニ 及 ブ 氏等36)一 派 ノ爲 セル 廣 汎 ナ ル研 究 業

績 ハ 總 テ 上 述 ノHypotheseヲ 肯 定 セ ン トス ル モ ノナ リ.然 ル ニBecht33) (1919), Loeb u. Mulzer34) (1908),

 Stehle27) (1919) Winternitz u. Pratt35), Reimann & Bloom37), Reimann & Becker38), Morgulis39), Gunther

 & Morgalis40), Morgulis4)等 ノ諸 家 ハBurge一 派 ノ實 驗 ヲ追 試 シ或 ハ 尚 ホ進 ンデ研 究 シ全 ク反 對 ノ成 績 ニ到

達 シ,或 ハBurge一 派 ノ不 正 確 ナ ル實 驗 方 法 ヲ難 ジ或 ハ動 物 ノ甚 シ キ個 體 差 無 視 ノ非 ヲ唱 へKatalaseノ 消

長 ハ 新 陳 代 謝 ト何 等 ノ關 係 ナ シ ト論 斷 ス. Batel1i u. Stern氏(1905)ハ 各 種 動 物 ノ組 織 及 ビ血 液 ニ於 ケル
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發 熱 トKatalase 1933

Katalaseノ 分 布 含 量 ヨ リ酵 素 量 ト酸 化 機 能 ト ノ間 ニハ 何 等 ノ關 係 ナ シ トセ リ, Bach u. Cherkowa氏 ハ 酸

化 機 能 ニ高 度ン 影 響 ヲ及 ボ ス要 因 ハ 血 液Katelase量 ニハ 影 響 ヲ及 ボ サ ズ,反 對 ニ多 量 ノKatalaseヲ 血 管 内

ニ注 入 ス ル モ尿 ノ組 成,血 歴,呼 吸 及 ビ一般 状 態 ニハ變 化 ナ シ ト.吾 ガ教 室進 藤2)民 ハ 諸 種 疾 患 々 者 ノ血 液

Katalase殊 ニ甲 状 腺 機 能 ト血 液Katalatseト ノ關 係 ヲ詳 細 ニ研 究 シ血 液Katulaseノ 大 小 ハ組 織 酸 化 ノ強 弱

ト必 ズ ン モ 常 ニ一 定 ノ直 接 關 係 ヲ保 有 セ ズ ト結 論 ス.其 ノ外Burge氏 ノ説 ニ反 對 スル 人 ニ 最 近高 岡3)氏

Wladimirow5)氏 等 ア リ.サ レ ド飯 塚.渡 邊6)兩 氏 ハ血 液 酸 素結 合 カ トKatalase量 トノ併 行 的 關 係 及 ビ 内分

泌 臟 器 トKatalase量 トノ關 係 ヨ リシテKata1aseハ 少tク トモ體 内 酸 化 機 轉 ニ相 關 與 勾 レモ ノ ト主 張 セ リ. 

Kiamizine10)氏 ハ 動 吻 實 驗 上 血液Kata1aLseノ 増 加 ガ酸 化 機轉 ノ減 少 ニ當 レル ヲ認 メ吾 人 身 體 ハ 酸 化 ノ減弱

ニ際 シテ ヨ クKtLtalysatorト シテ本 酵素 ヲ増 サ ン ト務 ム ル者 ナ ル コ トヲ 説 ク.高 岡7)氏 ハ又Pilocarpin及 ビ

Adrenalin注 射 ニ ヨ リKatalase含 量 ヲ定 メ 血液Katalaseガ 新 陳 代 謝 ト密 接 ナ ル關 係 ア ル ヲ説 ク.

上 述 ノ外 強 調 サ レ ツ ツア ルハKatalaseノ 生 體 保 護 作 用 ナ リ.即 チLoewハ 生 體 酸 化 機 轉 ノ道 程 ニ於 テ形

成 セ ラ ル ル過 酸 化 水 素 ハ生 體 ニ甚 シ キ毒 性 ヲ有 ス ル ガ故 ニ其 ノ發 生 ス ル ヤ直 チ ニ之 ヲ分 解 ス ル ハKatalase

ノ使 命 ニ シテKatalaseハ 生 體 保護 ニ關 興 ス ト. Schaffer (1905), Dulmady and Torday (1907), Wieland (1922)

等 之 ニ賛 ス. Rywosch 43)氏 ハ 嫌 氣性 菌 株(Antzerobe Stamme)ハ 非 常 ニ弱 キKatalase作 用 ヲ示 ス事 ヲ發 表

ン,次 デ1921大 腸 菌 ノ好 氣 性 菌 株(aerobe Stamme)ハ 高 キ濃 度 ノH2O2ニ ヨ ラ ズ バ害 サ レザ レ ド嫌 氣 性 菌

株 ハH2O2ニ 依 リ直 チ ニ害 サ ル.コ ノ作 用 タ ル ヤ好 氣 性 菌 株 ノKatalaseヲ 含 有 ス ル爲 メ ナ リトセ リ, Mc

 Leod & Gordon44)氏 ハ 肺 炎菌 培 養 基 ニ於 テ成 長ヲ 阻 止 ス ル 物質 ハH2O2ナ ル コ トヲ證 明 ス.大 庭,宮 永45)ノ

兩 氏 ハ 細 菌33種90株 ニ 就 キ其 ノ「ブ イ ヨ ン」及 ビ普 通寒 天 培 養 ニ無 菌Katalase濾 液 ヲ加 フル ニ其 ノ大 多 數

ニ於 テ發 育 甚 ダ旺 盛 トナル,之 細菌 ノ呼 吸 作 用 或 ハ 酸 化 作 用 ニ際 シ生 成 セ ラ レ タルH2O2ノ 人 爲 的 分 解 ニ ヨ

ル解 毒作 用 ニ歸 セ リ,而 シテ 試 驗 菌 種 中 好 影 響 ヲ受 ケザ リシ モ ノハ 菌 本 來 ノ性 質 ト シテKatalaseノ 産 生 旺

盛 ナル淋 菌,靈 菌,螢 光 菌 等 ナ リキ.

Kalalaseノ 生 體 保 護 作 用 ニ關 スル文 獻 ハ 以 上 ノ如 クナ ル モ 尚 ホ コ レニ對 ス ル反 説 少 ナ カ ラ ズ. Chodat u.

 Bach (1910)ノ 如 キハH2O2ノ 毒 性 ヲ 認 メ ズ.尚 ホ 進 ンデH2O2ノ 發 生 ヲ認 メ ザ ル モ ノ ニKastle u. 

Loewenhaut (1903)ア リ. Ewald, Lesser又Loewニ 反 對 シKatalaseノ 解 毒 作 用 ヲ認 メズ. Stern8)氏 ハ

Katalasesystemナ ル説 ヲ述 べKatalaseノ 使 命 ハ 生 ジ タルH2O2ノ 分 解 トO2ノ 遷 移(Ubertrugung)ニ 依 ル

酸 化 機轉 ノ促 進 ニ ア リ トス.

之 テ要 スル ニ上 述 先 人 ノ研 究 ハ次 ノ如 ク2大 別 シ得 ベ キ歟,

1) Katalatseノ 消 長 ハ新 陳 代謝 機 能 ノ尺 度 タ リ得 ル ヤ?

2) Katalaseハ 生體 保護 作用 ヲ有 スル ヤ?

然 レ共 之 等 ノ意 義 ニ關 シテ ハ以 上ノ如 ク賛 否相 半 バ スル ヲ知 ル時 吾 人 ハ何 レヲ是 トスベ キ カ

其 ノ取 捨 ニ迷 ハ ザル ヲ得 ズ,即 チBernstein9)氏 ノ云 へ ル"Das einzige, Was wir von der

 Katalase sicher wissen, ist deren Fahigkeit, H2O2 in vitro zu spalten."コ ノ一 事 ノ ミテ

以 テ満 足 スベ キ ニ ハ非 ザ ル カ.斯 ル ガ故 ニ進 ンデKatalaseノ 生 理 的 意義 テ探 求 セ ン ト欲 スル

時 更 ニ巨 多 ノ事 實 ヲ參 照 セザル 可 カ ラザ ル ヤ言 ヲ待 タズ,即 チ余 等 ハ此 間 ノ消 息 ヲ闡 明 ニ セ ン
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1934 日下連,原 田要一,三 谷登

ガ爲 メ酸 化機 能 亢 進 ノー ツ ニ シテ 而 モ最 モ 一般 的 且重 大 ナ ル発 熱 時 ニ於 ケ ルKatalaseニ 就 キ

研索 スル 處 ア リタ レバ以 下 其 ノ詳 細 ヲ報 告 セ ン トス.

第2章　 實 驗 材 料 及 ビ 實 驗 方 法

(A)血 液Katalase實 驗 方 法

實驗材料 トシテハ體重2000g内 外 ノ白色 正常家兎 ヲ選 ビ實驗前少 ナク トモ1週 間豆 腐糟 ニテ飼育セ リ.

斯 クシテ試驗前 ノ一般的條件 ヲ可 及的一定 スル ニ務 メタ リ.

實驗當 日ハ何 レノ家兎 モ食止 メテ行 ヒ室腹 時 ニ於テ實驗 セ リ.採 血ニハ耳殻 靜脉 ヲ選 ビKatalase定 量 ハ

井上,越 智,白 井11)氏法 ニ從 ヒ タリ,但 シ井上氏等 ノ原法 ハ豫 温過 酸化 水素10ccニ 加 フル ニ1000倍 稀釋

血液ハ2.0cc, 1.0cc, 0.5ccト 遞 減的 ニ區別 セシガ余等ハ進藤2)氏 ノ例 ニ倣 ヒテ各々1ccト ナセ リ.而 シテ

Kata1ase數 ハN/50過 「マ ンガ ン」酸 加里使用量 ヲ以テ表セ リ. Katalase定 量 ト同時 ニ赤血球數,血 色素量 ヲ

算 定 ツKatalasenindex(B. Z./R.)及 ビHaemoglobKatalasenindex (K. Z./Hb.)ヲ観 察 ス ル 事 先人 ノ例 ニ倣 ヘ リ.

赤血球測定 ニハThoma-Zeiss氏 計算器 ヲ使用 セ リ.血 色素ハSahli氏 血色素 計 ニヨリ血 液 ヲ注加後15分 間

38℃ ノ恒 温水 槽内ニ放置 シ後水 ヲ加ヘテ共 ノ度 盛 ヲ譲 ム事 ヲ原則 トナセ リ.

(B)臟 器Katalase實 驗 方 法

實驗家 兎ヲ背 位ニ固定 ン心 臟 ヲ露出 シ手早 ク左心室 ヨ リ下行大動脉 ニ「ガラス」管 ヲ挿入 シ,右 心房 ヲ切

開 シ豫 温38℃ ノTyrod氏 液 ニテ血液 ヲ灌 流洗 滌セ リ. Ca 1.5 LiterノTyrod氏 液 ニテ充分 可檢臟器 ヲ無血

状態 ニナ ン得.故 ニ余等ハ臟器 ノ水分含 有屋 ノ實驗成績 ニ及ボ ス影響 ヲ考慮 シ常 ニ1.5 LiterノPyrod氏 液

ニテ灌流 スル事 トナセ リ.

無血状 態 トナ シタル臟器ハ直 チニ切出 ンテ秤量 シ乳鉢 ニテ細碎 シ粥状 トナ シ蒸餾水 ヲ加 ヘテ20倍. 250倍,

 1000倍 等可檢臟器 ノKatalase含 有量 ノ多少 ニ依 リテ 其 ノ稀釋度加減 シ2枚 ノ「ガーゼ」ニテ濾過 シ試驗用

Katahse液 ヲ作製 セ リ.可 檢臟 器ハ常 ニ一定 部位 ヲ選 ビテ實驗成績 ノ比較考察 ニ資 セ リ.

(c)發 熱 方 法

發 熱方法 トシテハTermin (Tetrnhydm-β-Naphtylamin)ヲpro Kilo 0.5-1.0cc(3%水 溶液)ノ 注射,傳

研製 「チフスワクチ ン」pro Kilo 0.5-1.0cc注 射 及 ビ温刺 ヲ以テ セ リ.但 シTerminハ 皮下 へ,「 ワグチ ン」

ハ耳靜脉 へ極 メテ徐 々ニ注射 セ リ.温 刺ハAroneohn u. Sachs氏 ノ原 法ニ依 ル.

第3章　 實 驗 成 績

第1節　 發 熱 ト血 液Kata1ase

第1項　 對 照 試 驗

先人 ノ業績 ニ見ルモ(渡 部12), Prawdicz.Neminski13))各 動物 ノ種類 ニ從 テ血液Katalaseノ 含量 ニ甚 シキ

差異 アルハ勿論 ナルモ同種類 ニ於テ モ其 ノ個體差 ノ著 シキハ明 カナル處 ナ リ(中 西,喜 多16)).故ニ同種動物

ニ於 テモ其 ノ生理 的動搖 ヲ常 ニ考 慮セザ ル可 カラザ ルヤ 論 ヲ俟 タズ,余 等 ノ行 ヘル實驗成績 ノ内數例 ヲ列

擧 ス レバ次 ノ如 シ.
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發 熱 トKatalase 1935

第1表　 正 常 家 兎 血 液Katalase

注 意.上 表 ハ 同一 家兎 ニ 就 キ3回1時 間 或 ハ2時 間 ノ間 隔 ニテ 體 温 ト同 時 ニKatalaseヲ 測 定 セ リ.

上 表 ニ用 ヒ シ略字 次 ノ如 シ.以 下 之 ニ準 ズ.

K. Z. (Katalase數) Hb. (血 色 素) R. (赤 血 球) K. I. (Katalase係 數)

H. K. I. (血 色Katalase係 數)

以 上要 ス ル ニ余 等 ノ實 驗 ニ於 テハ 血液Katalaseハ 最 高14.9,最 小8.7,平 均11.8ナ リ.

之 ヲ余 等 ト同 一 方 法 ニテ 測 定 セ ル進 藤2).任14),富 岡15)氏 等 ト比 較 スル時 略 ボ一 致 セ ル 成 績 ヲ示 シ,中 西19)

氏 ニ比 シ稍 々低 キ ナ リ. Hatalase係 數 ハ 最 大0.025,最 小0.013,平 均0.018,血 色 素Katalase係 數 ハ最 大

0.187,最 小0.108,平 均0.141ナ リ.
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1936 日下連,原 田要一,三谷登

第2項　 発 熱 時 實 驗

第2表　 Termin注 射家兎血液Katalaae

第1圖　 (第2表 附 圖)
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發 熱 トKatalase 1937

第3表　 「チ フ ス ワク チ ン」注 射 家兎 血液Katalase

第2圖　 (第3表 附 圖)
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1938 日下連,原田要一,三 谷登

第4表　 温刺家兎血液Katalase

第3圖　 (第4表 附 圖)

以上 ノ各例ハ紙 數 ノ都合上全實驗成績 ヲ擧 ゲズ其 ノ内數例 ヲ掲 ゲタルノ ミ. Termin注 射 ニ於ヲハ時恰 モ

三伏 ノ酷暑 ニ ンテ注射量 ヲ可成加減 セルモ發熱 ノ程度著 シクhyperthermischノ 爲 メ斃 レルモノ多 ク 解熱

期 ニ於 ケルKatalaseノ 測定 ヲナ ン得ザ リシバ甚 ダ遺憾 ナル點 ナ リ.之 ニ反 ン「ワクチ ン」,温刺 ニ於テハ共

ノ發熱程度Terminニ 比 シ比較的低 ク上 表ニモ示 セ ル如 ク解 熱期 ニ亙 ツテ測定 スルヲ得 タリ.上 表 ヲ約言

ス ルニTgrmin注 射 ル際 ニハ體温 ノ上昇 ト共 ニ血液Katalaseノ 増加 ヲ來 シ,「 ワクチ ン」注 射及 ビ温刺ニ於
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發 熱 トKatalase 1939

テ ハ 發 熱 ト平 行 シデ 血 液Katalaseノ 減 少 ヲ來 シ解 熱 ト共 ニ或 ハ 多 少 遲 レ テkatalaseノ 恢 復 ヲ見 ルモ ノ多

シ.而 シテTermin,「 ワク チ ン」,温 刺 ノ各 例 共 昌K.I.友 ビH. K. I.ハ 發 熱 ノ程 度 如 何 ニ關 セ ズ 略 ボ一 定 セ

ル ヲ見 タ リ.

第2節　 發 熱 ト臟 器Katalase

第1項　 對 照 試 驗

臟 器Katalaseニ 關 ス ル文 獻 ヲ按 ズ ル ニRosenbauml7)氏 ハ 動 物臟 器Katalaseノ 測 定 ヲ ナ シ肝.膵,脾,脂

肪,腦 ノ順 序 ニ減 少 セ1)ト 説 キ, Jutschenko18)氏 ハ犬 ニ於 テ ハ 肝,腎,血 液,脾,甲 状腺,肺,睾 丸,腦 ノ順

ニ減退 シ尚 ホ 同種 動物 ニ於 ケ ル各臟 器Katalaseノ 分 配 ハ相 類 ス ル モ 異 種族 ノ各臟 器Katalaseノ 分 配 ハ大 ナ

ル差 ア リ ト.

Bate1l及 ビSteru20)兩 氏 ハ多 ク ノ動 物 ハ 肝 ニ最 モ多 ク ノKatalaseヲ 含 有 シ腦 體 及 ビ筋 肉 ニ最 モ少 シ,例

外 トシテ 家 兎 ニテ ハ 血 液,腎 臟,胃 粘 膜 ニ ハ却 ツテ肝 ヨ リ多 ク ノKatalaseヲ 含 有 ス,而 シテ該 酵 素 ハ 總 テ ノ

細 胞 ニ存 在 シ細胞 ヲ缺如 セ ル分 泌物 ニハ 之 ヲ見 ズ.淋 巴,腸 液,膽 汁,唾 液,尿 及 ビ腦 脊 髓 液 ニハ 僅 ニ其 ノ

痕 跡 ヲ有 スル カ或 ハ 全 ク之 ヲ含 有 セ ズ ト. Morgulis & Levine21)氏 ハ腎 臟 ノ血 液 ヲ洗 滌 シ無 血 状 態 ニ ナ シ,

後 各 部分 ノKatalase量 ヲ檢 シ タ ル ニ,皮 質,髓 質 及 ビ乳頭 部 ノ順 ニ少 ナ クナ ル ヲ見 ル.越 智19)氏 ノ家 兎 ニ

ヨル臟 器Katalaseノ 成 績 ヲ見 ル ニBlut (100%), Niere (77%), Leber (72.5%), Nebenniere (25.0%),

 Knochenmerk (3.9%), Thpmus (2.4%), Muskel (1.2%), Hoden (1.0%), Gehirn(微 量)ノ 順 ナ. Stern9)

氏 ノ犬 ニ就 キKatalasegehaltトAtmungsiutensitatト ヲ併 行 的 ニ測 定 セ ル成 績 ヲ擧 グ レ バ 次 ノ如 シ(各 最

大 量 ヲ100ニ テ 表 ス).

任14)氏 ノ家兎ニ於 ケル成績 ヲ見 ルニ腎 皮質,肝,脾,骨 髓,腎 髓質,肺 ノ順序 ニ減退 セ リ.

第5表　 正常 家 兎 臟 器Katalase含 有 量

備 考 各臟器Katalase含 有量比較

1)副 腎2)肝 臟3)脾 臟4)筋 肉5)腦 髓
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上 掲余等 ノ實驗 成績 ヲ見ルニ副 腎,肝 臟,筋 肉,腦 髓 ノ順序 ニ減退セ リ.而 シテ之 ヲ前記 諸氏 ノ試驗成績

ト比較 スルニ越智氏 トハ多少 ノ逕庭 アルモBatel1i & Stern及 ビ任 氏等 ト略 ボ一定 ノ値 ヲ示セ リ.

余 等ハ發 熱時臟器Katalaseノ 消長 ヲ觀察 セ ン爲 メニ總テ ノ臟器Katalase量 ヲ測定 スル ノ煩 ヲ避 ケ,從 來

温熱生成(Warmebildung)竝 ニ温調節(warmeregulation)ニ 重 大ナル關係ア リトセ ラルル筋肉及 ビ肝臟 ヲ

其 ノ代表 トシテ選 ビ,之 ニ加 アルニ近時網状織 内皮細胞系統 ガ諸種新 陳代謝 機能 ト重大 ナル關係 アル事漸

次闡明 ニナ リツツアルニ鑑 ミ此系統 ガ發熱 ニ際 シKatalascト 如何 ナル關 係 ニ立テル カヲ觀 察セ ン爲 メ其 ノ

代表 トシテ脾臟 ヲ選 べ リ.

第6表　 正 常 家 兎臟 器Katalase含 有 量

上 表 ヲ綜 合 ス ル ニ 筋 肉(20倍)最 大9.3,最 小1.7,平 均4.7,肝 臟(1000倍)最 大13.1,最 小8.0,平 均11.1

脾 臟(250倍)最 大17.8,最 小10.7.平 均15.0ナ リ.即 チ余 等 ノ成 績 ニ ヨ リ臟 器Katalaseニ ハ相 當 甚 シ キ個

體 差 ア ル ヲ知 ル ナ リ.
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第2項　 發 熱 時 實 驗

第7表　 發 熱 ト臟 器Katalase量 ノ變 化
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「ワク チ ン」注 射 ニ於 テハ 筋 肉(20倍)最 大7.0 ,最 小1.8,平 均3.8.肝 臟(1000倍)最 六13.1,最 小8.9,平

均11.1,脾 臟(250倍),最 大20.9,最 小11.1,平 均15.9ナ リ.

Termin注 射 ニ於 テ ハ 筋 肉(20倍)最 大8.6,最 小2.3,平 均4.6,肝 臟(1000倍)最 大16.3,最 小9.3,平 均

11.5,脾 臟(250倍)最 大17.9,最 小11.3,平 均15.2ナ リ.温 刺 ニ於 テ ハ筋 肉(20倍)最 大8.6,最 小1.3,平 均

4.6,肝 臟(1000倍)最 大16.2,最 小12.1,平 均13.8,脾 臟(250倍)最 大2l.2,最 小12.4,平 均16.8ナ リ.「ワ

クチ ン」, Termin,温 刺各例 ヲ通 ジ平均値 ニ於テ僅少 ノ差異 アル モ個 々ヲ比較觀察 スルニ略ボ正常 値 ノ動搖

範圍 内ニ止 マ レルモ ノト云 フべ ク,特 ニ發熱現象 ノ爲 メ起 リタル變化 ト認ム ベキ點 ナシ.

第4章　 總 括 及 ビ 考 察

發 熱 時 ニ於 ケ ルKatalaseノ 研 究 業 績 ハ甚 ダ寥 々 タ ル モ ノ ニ シテ余 等 ノ寡 聞 尚 ホ數 例 ヲ出 デ

ズ.　Burge26)氏 ハTerminヲ 家 兎 ノ小 腸 上 部 ニ注 入 シ血 液Katalaseノ 増 加 ヲ見 タ リ.コ ノ際

門 脉,頸 靜脉 ヨ リモ肝 靜脉 ニ於 テ最 モ著 明 ナ ル 増 加 ヲ見 タ リ.即 チTerminハ 肝 臟 ヲ刺 戟 シテ

Katalaseノ 産 生 ヲ促 ス ナ リ. Adrenalin, Coffein, Sodiumchlorid, getrocknete Schilddruse,

 Aminosaure, Glycoeollモ 同様 ノ作 用 ア リ.前 記 諸物 質 ハ肝 臟 テ刺戟 シテKatalaseノ 増 加 ヲ

來 シ他 方 酸 化 ヲ高 メ爲 メニ發 熱 ヲ來 スナ リ ト. Stehle27)氏 ハFleisoh, Saccharin, Termin,

 Alamin, Glycocoll etc.ヲ 與 ヘ テ血 液Katalaseノ 消 長 ヲ 檢 シKatalaseト 酸 化 トノ 間 ニ直

接 關 係 ヲ認 ムル ヨ リモ寧 ロKatalaseノ 消 長 ハ單 ナ ル赤 血球 數 ノ函 數 トシテ變 化 スル ノ ミ ト.

 Moraczewski28)氏 ハ發 熱 患 者 ノ血 液 ヲ連 續 的 ニ測 定 シ發 熱 ノ持 續 ト共 ニKatalaseノ 減 少 ヲ見,

牛 乳 注 射 ノ發 熱 ニ於 テ ハ 白血 球 ノ増 減 ニ關 係 ナ クKatalaseノ 減 少 ア リ,又 長 キ發 熱 期 ノ後 蛋

白 食餌 ヲ攝 取 シ發 熱 シタ ル場 合(即 チ「チ フ ス」後 蛋 自 ヲ攝 リ發 熱 ヲ來 スWidal'sche haomokla-

stische Shockニ 比 スベ キ状 態)ト 肝 臟 機 能 不全(Leberinsuffizienz)ノ 後Milchgenussニ テ

發 熱 シタル モ ノ ニ於 テ同 様 ニKatalaseノ 減 少 ヲ來 セ リ.任14)氏 ハTermin注 射,加 温,温 刺

等 ニ ヨ リ末 梢 血 管 ニ於 クル 血 液Katalaseノ 増 加 ヲ認 メ組 織Katalaseバ 一般 ニ變 化 ナ ク唯 加 温

ニ於 ケル 肝臟 及 ビ骨 髓Katalaseハ 減 少 シ, Terminニ 於 テ ハ肝Katalaseノ 減 少 ヲ來 セ リ.諸

種 發 熱 疾 患 時 ニ於 ク ル血 液Katalaseノ 消 長 ハ種 々研 索 サ レア リ而 シテ コ ノ際 疾 患 ノ種 類 ニ依

リKatalaseノ 増 減 ガ常 ニ必 ズ シモ發 熱 ノ増 減 ト一 致 セズ 又 發 熱 ノ程 度 ト併 行 セザ ル ヲ確 メタ

リ(中 西29)氏,任14)氏).之 ヲ要 スル ニ發 熱 現 象 ニ依 リテKatalaseノ 増 加 ヲ來 ス トナ ス モ ノ及

ビ減 少 ヲ來 ス トナ ス モノ ノ全 ク相 反 スル 成 績 ニ到 達 ス ル ナ リ.

飜 テ余等 ノ實 驗 成 績 ヲ通 覧 スルレニTermin注 射 ノ場 合 ニ於 テ ハ總 テ ノ例 昌於 テ血 液Katalase

及 ビ血 色 素,赤 血球 ノ増 加 ヲ來 ス.其 ノ程 度 ハ凡 ソ發 熱 ノ程 度 ト平 行 スル モ ノ ノ如 ク コノ際 前

述 ノ如 クKatalase係 數 竝 ニ血色 素Katalase係 數 ハ各 例 共 發 熱 前 ト略 ボ 不變 ナ リ.抑 々Termin

ハCitron u. Leschke, Cloetta u. Waser23), R. Isenschmidt24)等 ニ依 レバ 中樞 性 ニ作 用 スル

ト同 時 ニ末 梢 交 感神 經 ヲ刺 戟 シテ體 温 ノ上 昇 ヲ來 ス ナ リ.阿 南25)氏 ノ實 驗 ニ依 レバTerminハ
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家 兎 耳 殻 血 管 ノ著 明 ナル 收縮 ヲ起 ス ト.余 等 ノ實 驗時 ニ於 テ モTermin注 射 後 數 分時 ニ シテ 瞳

孔 ハ極 度 ニ擴 大 シ耳 靜脉 ハ全 ク收 縮 シテ殆 ド停 血 ノ状 態 ヲ來 シ採 血 ニ際 シテ モ 血 液 ノ流 出 惡 シ

ク甚 ダ困 難 ヲ感 ゼ リ.從 ツテ 血液 ノ甚 ダ シ キ濃 縮 ヲ來 セル ヤ勿論 ナ リ. Katalaseガ 赤 血 球 乃

至 血 色 素 ノ多 少 ト相 平行 スル ハ多 ク ノ人 ニ ヨ リ.(Jolles (1905), Loeb (1908), Becht (1919),

 Stchle (1919), Niesen (1921), Senter (1921), Moraczewski (1923),進 藤(1928))認 メ ラル

ル處 ニ シテ 又余 等 ノ實 驗 ニ於 テKatalase係 數,血 色 素Katalase係 數 ノ略 ボ不 變 ニ止 ル ヲ以 テ

ス レバ カ カ ル状 態 ニ於 テ測 定 セルKatalaseノ 増 加 ハ 發熱 現象 其 ノ モ ノ ノ爲 メニ來 セル變 化 ニ

非 ズ シテ寧 ロTerminノ 中樞 竝 ニ末 梢 作 用 ニ依 ル血 液 濃 縮 ノ爲 メニ來 セル モ ノ ナ ラ ン ト思 考 サ

ル.温 刺,「 ワ ク チ ン」注 射 ニ ヨル 血 液Katalaseハ 發熱 ノ程 度 ト反 對 ニ減 少 ヲ來 セ リ.サ レ ド

赤 血球 數,血 色 素量 ノKatalaseノ 増 減 ト全 ク相 平 行 スル ハTermin注 射 ノ場 合 ト同 様 ナ リ.

發 熱時 殊 ニ温 刺,「 ワク チ ン」注 射,加 温 等 ニ ヨル發 熱 現象 時 ニ於 テ水 血症(Hydraemie)ヲ 起

ス事 ハReiss u. OPPenheimer30), Barbour31),茂 在32)及 ビ余等 ノ内原 田,日 下49)ノ 最 近 ノ實

驗成 績 ニ徴 スル モ明 カ ナ ル事實 ニ シテ余 等 ノ實 驗 二於 テKatalaseノ 消 長 ガ赤 血 球 數,血 色 素

量 ノ増 減 ト相 平 行 シKatalase係 數,血 色 素Katalase係 數 ノ發 熱 前 ト略 ボ一 致 セル値 ヲ示 シ,又

熱 其 ノモ ノノKatalaseニ 及 ボ ス減 弱 作 用 ニ ァ ラザ ル 事(土 橋48),野 坂45),任14))等 ヲ合 セ考 ア

ル 時Katalaseノ 滅 少 ハ主 トシテ水 血症(Hydraemie)ニ 因 ス ル モ ノ ナ ラ ン ト思 惟 サル ル ナ リ.

臟 器Katalaseノ 測 定 ニ際 シ徒 ダ シキ個體 差 アル ハ前 述 セ リ.而 シテ余 等 ノ發 熱 時 ニ於 ケ ル成

績 ト比 較 スル ニ殆 ド生 理 的 動 搖 範圍 内 ニ止 マ リテ發 熱 現 象 ニ依 リテ ノ明 カ ナル 變 化 ヲ認 ム ル テ

得 ズ.即 チ余 等 ハ發 熱 時臟 器Katalaseニ ハ大 ナル變 化 ナ シ ト推 定 スル ナ リ.緒 論 ニ於 テ論 ぜ

シ如 ク,何 等 カ ノ形 ニ於 テKatalaseハ 酸 化 機 能 ト關 係 ア ラ ンモ以 上 ノ實 驗 成績 ニテ ハ 直 チ ニ

Katalaseノ 使 命 ヲ斷 ズ ル ヲ得 ズ.飜 テ最 近 余 等50)ノ 行 ヘ ル發 熱 ト還 元Glutathionノ 實 驗 成 績

ヲ見 ル ニ明 カ ニ發 熱 ニ際 シ殊 ニ酸 化機 能 亢 進 セ リ ト認 メラル ル肝,肺,筋 肉 等 ニ還 元Glutathion

ノ 増加 ヲ見 タ ル事 實 ヲ合 セ考 フル 時Batalaseハ 酸 化 機 能 ニ密 接 ナル關 係 ア ラ ンモ,寧 ロ第 二

次 的 ニ於 テ デア リ,從 ツ テ少 ナク トモKatalaseノ 消 長 ヲ以 テ組 織 酸 化 ノ大 小 ハ判 定 シ得 ザル

ベ シ.又 他方 コノ方 面 ヨ リス ル モ發 熱 ガ生 髓 保 護 作 用 ヲ増 強 ス ル テ フ根 據 ヲ獲 ル能 ハ ズ.

第5章　 結 論

1)正 常 家 兎血液Katalaseハ 最 大14.9,最 小8.7,平 均11.8,　 Katalase係 數 最 大0.025,最

小0.0l3,平 均0.018,血 色 素Katalase係 數 最 大0.187,最 小O.108,平 均0.141ナ リ.

2)正 常 家 兎 臟 器Katalaseハ 血 液 ヨ リ少 ク副 腎,肝 臟,脾 臟,筋 肉,腦 髓 ノ順 序 ニ減 少 シ

甚 ダ シキ個 體 差 アル ヲ認 ム,

3) Termin注 射 ニ依 リ血 液Katalaseハ 増 加 シ,「 ワ ク チ ン」 注 射,温 刺 ニ ヨ リテ ハ血 液

Katalaseハ 減 少 ス.上 記Termin注 射 ニ ヨル 塘 加 ハ主 トシテTerminノ 中樞 竝 ニ末 梢 作 用 ニ ヨ
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ル 血 液 濃 縮 ノ爲 メ ノ如 ク,「 ワク チ ン」注 射,温 刺 ニ ヨル 減少 ハ 重 ニ水 血症(Hydraemie)ニ 原

因 ス ル モ ノナ ラ ン歟.

4) Termin及 ビ「ワク チ ン」注 射 竝 ニ温 刺 等 ニ ヨ リテ ハ臟 器Kata1aseル 變 化 ハ生 理 的 動搖

範 圍 ヲ出 デザ ル モ ノ ノ如 シ.

以 上 ノ實 驗 成 績 ニ ヨ レバ發 熱 時 ニ於 ケル血 液 及 ビ臟 器Katalaseニ ハ大 ナ ル變 化 ナ ク,從 ツ

テ 少 ク トモ之 ヲ以 テ組 織 酸 價 ノ大 小 ヲ判 定 ス ル テ得 ズ,又 發 熱 ニ ヨ リ生 體 防衞 作 用 増 張 アル ベ

キ テ肯 定 スル能 ハ ズ.

擱筆 スル ニ當 リ,終 姶御懇篤 ナル御指導 卜御校閲 ノ勞 ヲ腸ハ リシ恩 師柿沼教授 ニ對 シ深謝 ス.

(6. 2. 27.受 稿)
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Fieber und Katalase.

Von

Dr. med. Murazi Kusaka, Dr. med. Yoiti Harada und

 Dr. med. Noboru Mitani.

(Aus der vied. Universitiitshlinik von Prof. Dr. K. Kakinuma, Okayama.)
Eingegangen am 14. Februar 1931.

Uber die physiologische Bedeutung der Katalase sind sich die einzelnen Autoren 

noch nicht einig. Aber die Ansicht, dass die Katalase in einer bestimmten Beziehung zu 

dem Oxydationsvorgang im Gewebe stehe, wird von mehreren Autoren vertreten.

Bezuglich dieser Frage untersuchten wir die Blut und Organkatalasenmenge an 

kiinstlich infolge Warmestich, Termin (Tetrahydro-Q-Naphthylamin) und Vakzin-injek

tion fieberndeu Kaninchen.

Wir konuten jedoch keine durch Fieber hervorgerufenen eigenartigen Veranderun

gen konstatieren und diirfen folglich, zum mindestens beim Fieber, auf Grund der 
Katalasenmenge caber die Oxydationsintensitat im Gewebe nicht urteilen. Auch konnen 

wir uns der Behauptung, dass die Schiitzwirkung des Organismus durch Temperatur

anstieg gesteigert wird, nicht anschliessen. (Autoreferat.)
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